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１ト一屋の会社概要 

１ト一屋の会社概要 

 住所 〒998-0875 山形県酒田市泉町２-２-１ 

 資本金 3,000万円 

 創立 昭和23年３月12日 

 代表者 取締役社長 荒木洋一 

 店舗数 ７店舗 

 従業員数 358名（正社員・パート含む） 

株式会社ト一屋とは 
酒田市に本部を置く、食料品を主体としたスーパーマーケットを運営する企業です。 
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店舗情報 
① 千石町店 

② 住吉町店 

③ 新町店 

④ 駅東店 

⑤ 新橋店 

⑥ 高見台店 

⑦ みずほ通り店 

 

⑧ 本部 配送センター（青果・精肉） 

⑨ 第二センター（鮮魚・惣菜） 
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環境に配慮した取り組み 
ト一屋で発生した廃棄物は回収・処理を行い、資源の再利用に努めています。 
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リサイクル循環への取り組み 
  環境にやさしい循環型農法「庄内エコ米プロジェクト」 
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地域の事業者と連携したループ 
  食品リサイクルループから生まれたお酒「純米大吟醸1018」。 

＜商品情報＞ 
原料米/庄内産はえぬき100％ 
精米歩合/50％ 
アルコール分/15.5度 
容量/720ml 
価格/1,409円（税別） 
販売店/ト一屋全店 
（資）高橋酒造店「東北泉」取扱店 -８- 



２障がい者雇用の取り組み 

株式会社ト一屋全体での障がい者雇用受け入れ実績 

 障がい区分 手帳 職場 勤務時間 業務内容 勤続年数 備考 

Ａ 知的 Ｂ 青果 ７ｈ 青果物の袋詰め、検品、計量など 10年目 勤続中 

Ｂ 知的 Ｂ 青果 ６.５ｈ フルーツカットなど ６年目 勤続中 

Ｃ 身体 

知的 

５級 

Ｂ 

青果 ６.５ｈ 野菜の袋詰め、運搬など ４年目 勤続中 

Ｄ 知的 Ｂ 精肉 ６.５ｈ 食肉の切り落としなど ６年目 勤続中 

Ｅ 知的 Ｂ 鮮魚 ６ｈ 加工品の計量、盛り付け、清掃など ６年目 勤続中 

Ｆ 知的 Ｂ 惣菜 ６.５ｈ 惣菜の仕分け、盛り付けなど ９年目 勤続中 

Ｇ 知的 Ｂ 惣菜 ６ｈ 惣菜の盛り付け、野菜の皮むきなど ９ヵ月 勤続中 

Ｈ 身体 

知的 

６級 

Ｂ 

惣菜 ６.５ｈ 惣菜の盛り付け、野菜の下処理など ４年目 勤続中 

Ｉ  身体 １級 店舗 ５ｈ ネット宅配など ９年目 勤続中 

Ｊ 知的 Ｂ 精肉 ６ｈ 製品仕分けなど 11年目 勤続中 

Ｋ 知的 Ｂ 青果 ４ｈ 製品仕分けなど ２年目 勤続中 

Ｌ 精神 ３級 青果 ４ｈ 製品仕分けなど ２年目 勤続中 

Ｍ 精神 ２級 洗浄 ５.５ｈ コンテナ洗浄 ４年目 勤続中 
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障がい者雇用の受け入れ準備 

 障がい者雇用のきっかけは、特別支援学校からの職場実習の受け入
れ依頼から。 

 

 引き続き、当社では関係機関からの紹介や、特別支援学校からの職
場実習の依頼を受けつけている。 

 

 第二センターでは惣菜の盛り付け作業からスタート。その後、本人の
適性や経歴を考慮しながら、次のステップアップについて検討している。 

 

 障がいの有無に関わらず、誰もが自然体で働ける環境づくりを心掛け
ている。 
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配属先の仕事内容について 

本部・配送センター（青果、精肉部門） 

 精肉：肉の成型、スライス、盛付け、仕分けを中心とした作業 

 青果：袋詰めや検品を中心とした作業 

 洗浄：店舗とセンターで使用したコンテナやカゴの洗浄を中心とした作業 

 

第二センター（鮮魚、惣菜部門） 

 鮮魚：水産物の計量と盛付け、下処理を中心とした作業 

 惣菜：惣菜の調理と盛付け、調理の下処理とパック詰めを中心とした作業 

 

 配属先については本人の希望や特性に合わせて配慮している。 
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作業環境の工夫 

一つずつ数えなくても見てわかる早見表 
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必要な材料と盛付け位置を分かりやすく 
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AとB どこが違うか探してみましょう 

トレーからはみ出ています 
具が飛び出しています ご
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３事例紹介 

ト一屋第二センター 事例紹介 

障がい区分 手帳 職場 勤務時間 業務内容 勤続年数 備考 

A 知的 B 鮮魚 ６ｈ 加工品の計量、盛付け、清掃など ６年目 勤続中 

B 身体 ２級 惣菜 ６ｈ 総菜の盛り付けなど ２年 退職 

C 身体 

知的 

６級 

B 

惣菜 ６ｈ 惣菜の盛付け、野菜の下処理など ４年目 勤続中 
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事例：Aさん 

 40代 男性 

 知的障害（療育手帳B） 

 サポートセンターかでるより、就職希望者の職場実習の依頼が
入る。 

 

＜本人の生活歴＞ 

特別支援学校卒業 

コンクリート製造会社へ就職して約10年間勤務する。 

水産加工会社に就職して約９年間勤務する。 
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職場実習：1週間 

 ＜作業内容＞ 

 ・惣菜部門：惣菜の計量、パック詰め 

 ・鮮魚部門：水産物の計量、盛り付け 

 

 ＜実習後の振返り＞ 

 実習終了後、当社にて本人、ハローワーク、サポートセンターか
でる、当社で実習の振り返りを行った。 
 

 実習中の様子から、挨拶を始めとしたコミュニケーションがしっか
りしており、仕事も覚えようという気持ちが感じられた。 
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配属先と業務内容について 

 

 前職の水産加工会社での経験を考慮し、鮮魚部門へ
の配属となった。 

 

 入社3ヶ月後の本人の様子として、フードパックの大き
さの種類に迷ったり、作業スピードがゆっくりであった。
しかし、職場でのコミュニケーションは良好で、休まず
出勤することができていた。 
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生活面での支援 

 本人、母、兄の３人暮らしであったが、母親が亡くなり、生活面
での支援が必要と考えられる状況であった。 

 

 母亡きあとの生活面についてかでるへ相談する。本人を含めた
関係者と相談の結果、兄弟二人を心配した親族の協力も得るこ
とができた。 

 

 現在は兄弟二人で自立した生活を送っている。日頃の生活の
様子は親族が、職場での様子については当社が本人のサポー
トを行っている。 
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現在の状況 

 雇用状況： 

  パート（7:00～13:00実働6h/日勤務） 

 鮮魚部門： 

  加工品の計量、パック詰め、魚の下処理、清掃など 

 

＜本人について＞ 

 ミスをしてもすぐに報連相をしてくれるため、大きなトラブルになる前に対
応することができている。 

 挨拶と報連相がしっかりしており良好なコミュニケーションを築いている。
入社６年目となり、求められる仕事の種類も増えている。 
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事例：Bさん 

 ２0代 女性 

 身体障害（身体手帳２級） 

 

 

<本人の生活歴> 

特別支援学校よりBさんの職場実習の依頼があり、当社での職場
実習を経て採用となる。 

学校卒業後の就労支援に向けて、在学中にかでるへ登録する。 
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職場実習：１週間 

＜配慮事項＞ 

 相手の口元を見て言葉を理解する。マスク着用の職場環境で
は言葉を読み取ることが難しい。肩を軽く触れるなどの合図が
必要。 

 

＜作業内容＞ 

・惣菜部門：惣菜の盛り付け、弁当ラインでの盛り付け。 

 実習時は当社の社員がそばで見守りを行い、指示は状況に応
じてマスクを外したり、ジェスチャーで伝えた。弁当ラインでの盛
り付けでは、盛り付け図の写真を見ながら作業に取り組んでい
た。 -25- 

就職後の様子 

 卒業後、ト一屋第二センター惣菜部門で採用する。仕事内容は
惣菜と弁当の盛り付け作業。６ｈ勤務。 

 

 簡単な指示はジェスチャーで、口頭で伝える時はマスクを外し
て対応した。盛り付けは見本の写真を確認しながら作業に取り
組んでいる。 

 

就職から半年ほど経ったころ、仕事中に体調を崩したため早退する。
その後、傷病手当の手続きを行い自宅療養に入る。 
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 かでるへ本人の状況について相談し、体調に配慮しながら面談
を行うこととなった。 

 

＜本人の思い＞ 

 マスクで口元が見えないため、職場で思うようにコミュニケー
ションをとることが難しい。 

 仕事自体は慣れてきていると感じている。 

 傷病休暇終了後に職場復帰を考えている。 
 

＜当社より＞ 

 →業務上常にマスクを外すことは難しいが、できる限り対応す
ることを伝える。職場復帰に向けて、勤務日数と時間を調整す
る対応も可能であることを伝える。 
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職場復帰後 

 傷病休暇終了後、週３日8:30～12:30の勤務で仕事を再開する。 

 

 復帰後は特に変わりなく勤務していると感じていたが、家族より
本人が体調不良だと連絡あり、療養の対応を行う。 

 

 後日、本人と家族、当社で今後の就労継続についての相談を
行った。その結果、本人の心身の健康を優先的に考え、退職す
る運びとなった。 
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事例：Cさん 

 ２0代 女性 

 知的障害（療育手帳B） 

 身体障害（身体手帳６級） 

 

 

<本人の生活歴> 

特別支援学校在学中に当社での職場実習を経て採用となる。 

学校卒業後の就労支援に向けて、かでるへ登録する。 
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就労説明会にて 

 入社前にト一屋第二センターにて就労説明会を行う。参加者は
本人、家族、特別支援学校、ハローワーク、サポートセンターか
でる、当社。 

 

 配慮事項について、本人より「耳が聞こえにくいため、はっきり
大きい声で正面から話していただけると理解しやすい」、家族よ
り「治療で通院中のため、通院日に合わせた休みの配慮をいた
だきたい」と話があった。 
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雇用状況（入社当時） 

 勤務時間： 

  パート（8:00～15:00実働6h/日勤務） 

 惣菜部門： 

  惣菜の盛付けと計量、野菜の皮むきとカット作業 
 

 仕事内容は在学中の職場実習で行った作業と同じ内容からスタート。 
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職場での様子（入社１年目） 

<本人の困り感> 

 本人を呼ぶ際、肩を軽く触れる程度であれば大丈夫だが、人に
よっては背中を軽く触れる方がおり、苦手に感じている。 

 職場の人の顔と名前が一致しないため、「〇〇さんのところへ
持って行って」と指示を出されると対応が難しい。顔写真と名前
が記載されている掲示物があればと感じている。 

 

＜対応＞ 

 社員の名前について、顔写真と名前が記入された表を作成し、
本人を呼ぶ時の対応も「肩を軽く触れる」ことで統一した。 
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職場での様子（入社２年目） 

 職場にて、体調不良から早退をする様子が見られた。 

 かでるへ定着支援の依頼を行い、当社にて面談を実施した。 

 

＜仕事面の困り感＞ 

 今の作業場所で仕事をしていると後ろから視線を感じ、仕事に集中で
きなくなることがある。 

 盛付けについて注意を受けるが、何に対して注意を受けているのかわ
からない。 
 

＜生活での困り感＞ 

 治療継続による身体の状態に、心がついていかないような状態だった。 
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職場での対応 

 本人、かでる、当社での面談を経て、本人の思いと困り感を共
有することができた。 
 

 視線について：作業場所の位置を変更し、本人が視線を気にな
らないような環境調整を行った。 
 

 盛付けについて：見本例の写真を活用し、視覚で確認しやすい
環境を作った。 
 

 内面のケア：担当者との交換ノートを用意した。本人の思いなど
を記入してもらい、心の整理と職場での相談先を設定する。 
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現在の状況 

 勤続して４年目となり順調に就労継続している。作業面でもス
ピードや盛付け業務にも成長が見られ、今年度から勤務時間
が6.5ｈに増えた。 

 

 気持ちが落ち込んでいるのではと感じる場面もあるが、交換
ノートに気持ちを書いて、担当者まで渡してくれている。 

 

 今後も本人からの発信を見守り、家族・サポートセンターかで
る・当社と連携しながら就労継続に向けた支援を行っていきた
い。 
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事例：Dさん 
 

 20代女性 

 入社：2016年４月入社 

 

<本人の生活歴> 

在学中に当社での職場実習を経て採用となる。 

学校卒業後の就労支援に向けて、かでるへ登録する。 
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就職後の様子 

 勤務時間 

  パート（8:00～15:30実働6.5h/土曜休み） 

 

 配属先 

  惣菜部門で惣菜の盛り付け作業を担当する。 

 

 酒田祭りなどの行事がある月は忙しくなるが、体調不良や欠勤
もなく勤務している様子であった。分からないことがあるとすぐ
に聞いてくれる。人間関係も良好な様子だった。 
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生活様式に合わせた雇用形態① 

＜産前産後休暇後＞ 

 職場復帰後の本人の雇用形態について、サポートセンターかで
るや保健師など関係機関を交えて相談する。 

 

 本人と今後についての面談を行い、仕事と家庭生活の両立を
考えて週休二日へ変更することとなった。 

 

 8:00～15:30実働6.5h/土日休み 
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生活様式に合わせた雇用形態② 

＜家庭環境の変化＞ 

 前回の変更から３年経ち、子どもの成長とともに家族の協力も
得ながら生活することができていると本人より話があった。 

 

 本人と雇用形態について相談する。家庭生活も安定し、収入面
も考えたいとのことで、勤務日数をもとに戻すこととなった。 

 

 8:00～15:30実働6.5h/日曜休み 
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生活様式に合わせた雇用形態③ 

＜職場環境の変化＞ 

 本人より休日の変更の相談がある。自分の時間の確保と、家
事を集中して行いたいという希望であった。 

 

 当社では子育て世代が多く在籍しており、土日に休日が集中し
ている状況だった。そのため、本人の申し出はありがたく、休日
の曜日を変更する対応を行った。 

 

 8:00～15:30実働6.5h/木曜休み 
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現在の状況 

 入社９年目となり、仕事と家庭生活の両立も順調な様子が伺える。 

 

 入社当初は惣菜の盛り付け作業だったが、現在は寒天調理、弁当の
盛り付け、ラップがけとラベル貼りなど色々な業務を行っている。 

 

 当社で長く働いてほしい、家庭生活も充実してほしいという思いを実
現するために、今後も状況に合わせた柔軟な対応に取り組んでいき
たい。 
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４就労継続のために大切なこと 



就労継続のために心掛けていること 

 普段と様子が違うように感じたら声掛けを行う。 

 

 本人から発信したいことがあれば面談や交換ノートを活用する。 

  →話すことが苦手でも、文章なら伝えられる。 

 

 関係機関（かでる）と連携した支援を行う。 

  →第三者の視点でのサポートを依頼。 
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最後に 

 

 新しい仕事をお願いするタイミングを間違えると、本人にとって
ストレスになる場合もある。 

 

 心身の健康についての声掛けも、頻繁になると「本当に体調が
悪いかもしれない」と思わせる原因になる。そのため、一定の距
離を取った見守りを心がけている。 

 

 一定の距離を取った見守りと、本人からの発信を待つということ
が大切。 
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ご清聴ありがとうございました。 


